
科 目 名

科目分類

担当教員名

ローマ字

１．ねらい

２．内容

３．評価

４．教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

情報検索演習

社会情報学部-司書課程

角田　真二

Tsunoda Shinji

現代生活においては、日常出会うさまざまな問題を解決するためには情報の収集・選択活動が必要とな
る。各種情報が氾濫している時代に、経験や記憶といった不確かなものに頼るだけでは複雑な問題の解
決に役立つ情報を得ることは難しい。そこで、コンピュータネットワークを用いた情報検索の方法と、
その検索が適切になされているかどうかを評価する方法を学び、問題解決の諸場面で役立つ実践的技能
の修得を目指す。

まず、学内の情報ネットワークの理解からはじめ、その上で、図書館のＯＰＡＣなど、学内のＬＡＮに
付帯している情報資源検索の演習を行う。さらに、各種データベースの特性にそった検索法を修得する
ため、学術情報センター、各種商用データベースにアクセスしたり、インターネット上の情報資源にア
クセスし、その活用を演習する。１．演習を始めるにあたって、なぜ情報検索が必要とされているかを
、現代の図書館をとりまく状況を通して理解する。２～５．オンラインや電子媒体を通じて配信される
目録や書誌が増大している事情を理解する。その上で、実際に利用する際に注意すべきことや具体的な
利用法を考える。実際にデータベースを検索する事により、データベースに関する基本的な事柄と、デ
ータベース検索に必要なブール演算などを学び、理解する。自分で求める情報の検索式が作れることを
めざす。前回に学習したブール演算式の作り方をふまえて、図書館のＯＰＡＣを自分で検索してみる。
その検索結果から、自分が作った検索式が求める情報を的確に表していたのかどうかを確認する。ＣＤ
－ＲＯＭの検索を演習する。ＣＤ－ＲＯＭは国立国会図書館の機械可読目録であるＪＡＰＡＮ／ＭＡＲ
Ｃが検索できるＪ－ＢＩＳＣを使用する。６～１０．他大学のＯＰＡＣや国立情報学研究所のWebcatな
ど、インターネットを通じて情報検索できるサイトにアクセスする。実際に検索した結果には、どのよ
うな特徴や差異があるかといった評価を加える。インターネット上の各種サーチエンジンにアクセスし
、検索される情報が従来の図書館での検索とどこが異なるのか考察を加える。複雑な情報検索に必要な
検索用語の問題として、シソーラスについて学ぶ。今まで自分が使ってきた検索語とどこが異なるのか
を理解する。科学技術文献データベースのＪＯＩＳや国内の代表的な商用データベースを検索する。各
データベースの扱う情報や、検索方法の違いに注目し、応用を利かせた検索ができるようになることを
めざす。出版社系の書誌データベースを検索し、その活用法を学習する。11～15、さまざまなジャンル
の検索課題について情報検索を行う。各種情報源をどのように使えば、求める情報を入手することがで
き、問題を解決することができるのか、考察する。
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